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実
固
に
於
町
る
新
組
合
主
義
の
自
立
に
つ
い
て

第
六
十
=
一
巻

J 

-ー，、

龍
一
一
一
、
四
競

豆

英
圏
に
於
げ
る
新
組
合
主
義

ω
成
立
に
つ
い
て

前

)11 

嘉

t主

し

力支

ミま
』

英
園
者
本
主
義
の
世
界
忙
於
け
る
優
位
糾
れ
が
、
英
図
勢
働
階
級
を
一
般
的
に
プ
ル
ジ
モ
ア
化
せ
し
め
る
傾
向
に
あ
一
う
た
と
と
は
否
定

す
べ
く
も
な
い
。
そ
の
長
期
忙
亙
る
産
業
的
繁
酷
ん
が
、
労
働
者
た
ち
を
し
て
「
甚
し
ぐ
士
気
を
阻
究
せ
し
め
」
事
賀
英
幽
の
労
働
階
級

は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
北
し
、
か
く
て
凡
ゆ
る
闘
民
の
中
の
最
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
と
の
凶
民
が
途
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
側
ち
に
、
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
責
放
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
プ
ロ
レ
タ

F
ア
ー
ト
を
持
つ
に
到
ら
ん
と
す
る
L

D
が
大
間
過
去
の
姿
で
あ
る
。

然
し
英
闘
勢
働
階
級
内
部
に
於
い
て
、
労
働
者
自
「
上
厨
」
と
、
「
周
有
由
意
味
で
白
デ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
的
下
暦
」

D
二
系
統
の
直
別

は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
、
と
の
と
と
に
つ
い
て
レ

l

ニ
シ
も
攻
の
様
に
指
摘
レ
て
い
る
。
「
千
平

p
凡
の
努
働
階
級
白
状
態
を
美
化
す
る

た
め
に
は
、
、
デ
ロ

ν
F
H
ア
1

ト
白
少
挽
鵠
分
た
る
と
白
上
層
の
か
に
つ
い
ず
主
阿
る
の
が
常
で
あ
か
。
」
と
。
特
に
十
九
世
紀
末
葉
に

至
る
ま
で
の
英
国
労
働
組
令
運
動
は
、
中
と
し
亡
前
者
に
よ
る
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
s

階
級
闘
争
と
し
て
の
努
働
運

動
は
、
こ
の
よ
う
在
努
働
者
の
「
上
回
腔
L
K
上
お
も
白
よ
り
も
、
出
れ
汎
お
一
般
勢
働
大
衆
心
運
動
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
a

E
D
怒
味
に
於
い
て
十
九
世
紀
末
の
労
働
組
令
運
動
を
、
主
と
し
て
未
熟
練
労
働
者
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
新
組
合
主
義
の
成
立
を
中

心
と
し
て
と
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。



更
に
「
就
業
者
と
失
業
者
、
ど
の
問
の
あ
ら
ゆ
る
聯
絡
は
か
の
法
則
(
需
要
供
給
法
則
ぜ
白
『
純
粋
在
』
作
用
を
槽
乱
九
る
」
も
の
で
あ

り
、
州
首
働
組
合
等
医
よ
る
と
D
両
者
の
協
同
忙
よ
っ
て
勢
働
運
動
は
強
力
民
途
約
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
末
葉
白
新
組
合
主
義
に
基
く
組

合
運
動
が
、
直
接
的
忙
は
失
業
者
と
意
識
的
に
結
合
し

τ行
b
れ
た
も
@
で
も
品
い
に
し
て
も
、
失
業
者
運
動
と
不
可
分
の
開
聯
に
於
い

て
行

b
れ
た
も
白
で
あ
る
と
と
は
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
と
の
蜘
に
於
一
い
て
も
、
官
時
白
組
合
運
動
白
意
義
が
考
え
ら
れ
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
「

い
う
ま
で
も
な
く
英
闘
労
働
組
合
望
動
は
、
特
に
帝
問
主
義
に
移
行
し
た
十
九
世
紀
後
宇
に
於
い

τは
、
英
嗣
植
民
地
に
於
け
る
労

働
者
と
の
闘
聯
の
下
に
考
察
遣
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
関
係
に
於
い
℃
、
正
に
英
閤
労
働
組
合
運
動
は
労
働
組
合
主
義
的
政
治

に
、
印
ち
描
刀
働
時
間
級
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
政
治
に
指
向
さ
れ
る
傾
向
主
も
っ
て
後
民
し
来
た
っ
た
四
で
あ
る
c

し
恥
し
己
と
で
は
と
の
鮪

に
留
意
し
一
な
が
ら
、
英
図
努
働
組
令
運
動
向
慨
忙
於
け
る
、
階
級
的
統
一
へ
の
愛
展
と
い
う
観
鮪
か
色
、
新
組
合
、
正
義
の
成
立
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

マ
ル
・

z
y
畳
集
政
謹
一
位
版
第
十
八
巻
一
四
四
貰
。

マ
ル
・

z

ン
圭
集
攻
遁
世
版
第
十
八
巻
ニ
一
七
頁
。

レ

E
a
y
、
帝
国
主
議
論
岩
渡
文
庫
一
五
ニ
頁
。

レ
3
a
y
、
帝
園
主
義
論
岩
波
支
障
一

E
ニ
頁
。

費
本
繭
第
一
巻
串
ニ
十
=
一
章
畏
佐
官
部
帯
構
一
巻
第
四
分
冊
一
五
凡
頁
。

註
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ーー
新
組
合
主
義
の
経
済
的
計
曾
的
背
景

周
知
の
如
〈
、

一
八
四
六
年
白
穀
物
保
A
T
慶
止
以
後
白
二
十
五
年
間
は
、
英
図
資
本
主
義
の
所
調
よ
U
Q
E呂
〉
間
命
、
、
と
稀
せ
ら
れ

世
間
園
忙
於
げ
る
新
組
骨
主
義
の
成
立
に
ヲ
い
て

静
六
十
豆
巻

七

第
三
、
四
蛾

E 

F 



実
園
児
於
げ
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
つ
い

τ

第
六
十
三
巷

る
時
期
で
あ
り
一
、
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
心
地
位
を
占
め
た
継
続
的
上
向
費
展
の
時
代
で
あ
っ
た
。

と
の
十
九
世
紀
中
葉
白
輝
し
い
総
務
的
獲
展
も
、

i¥. 

事
三
、
四
腕

E 
P可

-F 

R
C
Z
P
河
口
o
y
g
g。
ロ
ご
と
前
わ
れ
る

時
期
に
入
品
。
十
九
日
紀
末
・
梨
花
於
け
る
4

産
業
締
出
動
は
、
以
前
白
も
の
と
怜
質
を
異
に
じ
、
過
剰
生
産
が
幅
四
い
怜
質
の
代
り
に
慢
性
的

・
友
佐
賀
を
と
炉
、
英
闘
産
業
は
徐
々
忙
繁
柴
扶
態
か
ら
表
徴
白
欣
態
へ
と
推
移
し
、
世
界
市
場

ι於
け
る
支
配
を
喪
失
す
る
。

一
八
七
三
年
を
旋
岡
賄
左

L
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勾ミー

一
八
七
三
A
i
を
恭
黙
と
し
て
R

。
。
-

骨ロ

krm司、

よ
り

cczpドロ
4
2
m
t

盟
国
こ
忙
移
行
し
た
原
因
と
し
て
、

般
陀
闘
際
経
務
的
問
題
と
し
て
競
争
開

米
、
相
側
の
勃
興
、
第
二
に
そ
れ
陀
関
聯

し
た
突
閥
産
業
組
織
の
内
部
附
諸
問
題

に
院
し
て
芳
え
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
ら

の
事
情
は
蹄
す
る
と
と
ろ
、
資
本
主
義

の
種
展
よ
り
年
じ
た
過
剰
生
産
自
結
果

で
あ
り
、
自
由
競
争
の
必
然
的
結
果
で

あ
っ
て
、
モ
町
内
的
矛
所
由
あ
ら
わ
れ
虻
外
段
ら
な
い
。
従
っ
て
と
と
忙
自
由
貿
易
政
策
の
否
定
と
在
り
、
川
駅
構
貿
易
台
義
由
気
還
が

醸
成
さ
れ
、
新
市
場
獲
得
白
た
め
新
た
化
植
民
地
の
開
拓
‘
(
臨
由
競
字
的
金
盛
期
、
即
ち
一
八
四

o
i宍
0
年
代
に
於
い
て
、
指
導
者
震
は
柚
民

政
策
町
民
調
者
で
あ
ワ
た
が
、
一
八
八
七
年
昨

Y
E目
白
川
町
杭
民
地
骨
識
は
新
政
策
山
明
ら
か
な
表
説
を
興
え
h
o
そ
し
て
「
イ
ギ
刀
ス
円
前
民
地
略
取
は
一



主

/

八
方

O

|八
O
年
も
最
も
蹴
L
〈
靖
川
L
、
十
九
位
和
田
最
後
の
二
十
年
間
に
甚
し
く
噌
加
し
が
o
」
の
で
あ
る
J

者
本
の
集
中
が
要
請
さ
れ
、
帝
甑

主
義
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。

以
上
述
べ
た
と
と
ろ
の
十
九
世
紀
末
葉
白
粧
務
的
諸
保
件
の
下
に
あ
づ
て
、
資
本
は
「
貨
殖
」
と
い
う
費
本
制
生
産
方
法
の
絶
劃
律

比
役
目

J

て
、
生
産
力
白
増
大
主
計
り
、
技
術
的
組
成
白
向
上
と
共
に
、
更
に
よ
り
慣
値
以
卜
の
労
働
力
を
使
用
す
る
と
止
に
よ
っ
て
、

と
の
涜
滞
を
克
服
し
て
利
潤
の
確
保
陀
努
め
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
と
白
ょ
、
少
な
粧
静
的
諸
保
件
は
寸
九
世
粗
末
葉
の

努
働
者
の
欣
態
に
著
し
い
愛
容
を
生
ぜ
し
め
た
と
と
は
山
同
然
で
あ
る
。

と
の
産
業
的
沈
滞
白
打
開
は
、
新
市
場
白
獲
得
と
共
に
商
品
白
廉
偵
提
供
、
従
っ

τ生
産
費
白
低
下
陀
指
向
さ
れ
、
費
本
は
労
働
生

産
力
白
一
抜
大
の
た
め
に
生
産
規
模
の
拡
充
を
阿
る
。

ζ
ζ

に
新
た
な
技
術
的
手
段
が
創
出
さ
れ
、
技
術
的
組
成
の
高
度
化
は
努
働
白
相

射
的
需
要
白
減
少
を
惹
起
す
る
。
州
出
ち
、

「
一
方
で
は
、
蓄
積
の
並
行
中
に
形
成
さ
れ
る
迫
加
費
本
は
、
そ
の
大
い
さ
忙
比
例
し
て
ま

ぜ
ま
す
少
数
の
勢
働
者
を
吸
引
す
る
。
他
方
で
は
新
た
な
構
成
に
沿
い

τ週
期
的
に
再
生
産
さ
れ
る
嘗
脊
本
は
、
従
来
そ
れ
が
就
業
さ

す

τい
た
努
働
者
を
ま
す
ま
す
多
〈
反
挫
す
る
。
」

と
と
に
過
剰
人
口
、
ー
副
ち
「
産
業
課
備
軍
」
が
形
成
さ
れ
、
と
れ
と
共
に
者
本
由
来
は
数
少
を
」
労
働
者
忙
劉
し
、

/

9

 

外
延
的
ま
た
は
内
包
的
搾
取
の
増
大
に
よ
り
、
ら
り
多
く
D
労
働
を
流
動
苫
せ
る
。
L
利
潤
迫
求
を
基
本
と
す
る
者
本
主
義
枇
合
は
、
能

う
る
限
り

C均
J

数
の
労
働
者
を
充
用
し
、
低
賃
銀
と
労
働
強
化
を
以

τ償
航
増
殖
を
途
行
ず
る
。
更
に
と
の
「
産
業
晴
朗
備
軍
」
が
競
争

「
伺
L
M
D
努
働
力
の

陀
ょ
っ

τ、
就
業
者
を
労
働
強
化
に
陥
ら
し
め
る
乙
と
を
考
え
る
赴
ら
ば
、

と
の
耐
者
の
闘
聯
の
下
に
金
問
と
し
て
の
労
働
者
階
級
を

問
題
と
せ
ね
ば
友
ち
友
い
。

縫
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
勢
働
者
白
川
愁
邸
主
考
察
す
る
場
合
に
、
組
織
労
働
者
の
投
勝
を
以
τ
E
れ
を
議

T
Fと
は
出
来
十
、
就
業
者

。
実
闘
に
掛
け
る
新
組
骨
主
義
的
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
一
一
一
巻

九

第
一
一
;
四
挽

'1i 

'1i 



世
間
固
に
於
け
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
つ
い
で

静
六
十
三
巻

O 

第一一
4

、
回
観

豆
大

か
ら
排
除
せ
ら
れ
た
失
業
者
を
合
め
、
東
に
就
業
者
そ
白
も
の
に
於
い
て
も
未
熟
練
券
働
者
、
女
子
労
働
者
、
未
紡
織
労
働
者
等
主
包

合
せ
し
め
た
、
統
一
的
友
労
働
階
級
を
以

τ考
え

・

な

け

れ

ば

記

ら

な

い

。

畠

曹

労
働
者
の
状
態
は
多
く
の
作
川
因
子
に
基
い
て
、
改
良
さ
れ
或
比
悪
化
す
る
が
、
い
ま
十
九
位
紀
末
撲
の
英
図
労
働
者
の
朕
態
を
主

・
と
し
て
、
失
業
、
労
働
時
間
、
賃
銀
の
鮪
よ
り
考
え

τみ
た
い
。

資
本
主
義
の
殺
農
が
過
剰
人
目
を
形
成
す
る
と
と
は
前
述
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
十
九
世
粗
末
業
の
英
闘
資
本
主
義
機
構
の
盤
縛

が
、
如
何
陀
深
刻
危
央
業
の
形
予
一
川
似
て
労
働
者
生
活
忙
影
響
を
及
し
た
か
は
、
勢
働
運
動
白
閥
聯
に
於
い
て
注
目
し
た
け
れ
ば
紅
色
た

い
。
特
に
七
0
年
代
末
の
好
仰
の
崩
壊
は
労
働
者
の
非
常
注
減
少
を
惹
起
し
た
。
例
え
ば
ウ
ヱ
ッ
プ
の
調
査
せ
る
三
四
組
合
白
労
働
組

一
八
八

O
年
ー
に
は
二
五
一
、
四
五
三
名
と
な
う
て
、
約
一
五
%
の
減
少

/
函
到
ー
到

6

5

引
U
川
町

l引
利
引
叫
M
l一
、
傘
を
示
し
て
い
ゐ
。
主
主
が
概
め
て
綾

一

室

業

局

品

品

1
加

訓

訓

訓

品

刊

品

川

市

湖

国

哨

哨

W

U

ゆ
?

叫
高
閣
情
ま

H
い

川

h
い

い

げ

H
Lげ
川
い
6
同

阿

川

h
い
阿
川
阿
川
己
雑
訟
現
象
で
あ
ヨ
て
、
正
確
ー
な
統
計
で

賢

一

円

r山

川

:

川

川

:

;

川

改

|

弓

一

以

て

示

す

と

と

は

出

来

た

い

が

、

一

八

舵
和
一
袈
湘
一

8

5

4

c

o

1

0

4

b

4

3

2

マ
E
可

0

1

7

6

1

4

5

ニ

七

C
i
一
九

0
0
4に
至
る
聞
の
年
夫

昔
日
一
明
[
江

;
7
4
3
Z
L
乱

1

2

3

4

8

3

比

2
0
U
乱

4

4

3

3

2

比
一

組
一
嘩
品
休
且
1
1
1
1
J
1
1
1
1
1

ぃ
f
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
-
i
;
l
-

業
率
主
、
例
々
に
又
綜
令
的
に
示
せ
ば

門

領

一

7

6

2

9

8

6

一

7

2
〆

6

2

1

2

5

6

7

1

2

5

7

0

2

一

ー

仁
一
•• 

回

目

&

ι

3

3

4

1

8

6

5

8

0

山
一
次
の
泊
り
で
あ
る

義

一

|

同

I
l
l
i
-
-
l
L
I
-
-
l
i
l
i
-
-一

塵

一

弛

諜

一

4

3

9

4

3

2

3

0

3

一

回

一

節

百

一

4

1

仏

L

L

&

弘

鳥

札

ι

ι

&

o

p

M

M

M

M

M

ω

M

M

ノ一

金
問
槽
一

1

一

一
0
1
2

一一3
4

5

6

7

8

9

0

1

2

日

H
師

同

町

8

9

0

一

年

一

問

問

問

団

出

品

目

時

四

M

M

M

同

日

目

8

日

日

開

問

凶

一

合
員
数
を
み
る
と
昔
、

一
八
七
五
年
二
九
七
、
六
一
一
五
名
が

七
0
年
代
末
に
非
常
友
失
業
が
牛
じ

八を
八の
凶後
年一
よ時
D の
失同
業復
苦の

が後
増に
期L一、
し再
てび
いー



る
事
AM
且
主
知
る
。
と
れ
は
労
働
組
合
の
報
背
に
上

H
算
定
さ
れ
た
も
心
で
る
う
て
、
更
に
非
組
織
者
た
る
一
般
労
働
大
衆
D
聞
の
失
業

が
、
組
曲
W
者
む
失
業
よ
り
も
高
率
で
あ
る
と
と
は
推
測
さ
れ
る
と
E
ろ
で
あ
る
。
前
表
に
よ
っ

τ知
ら
れ
る
よ
う
忙
、
七
四
年
か
色
の

失
業
白
喰
大
は
八
士
年
花
そ
巴
烈
し
さ
を
失
一
弘
始
め
た
。
し
か
し
パ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
八
七
年
三
月
の
調
査
に
於
い
て
、
ロ

ン
下
ン
の
成
人
労
働
者
二
丸
、
四
五
一
人
中
、
ニ
七
%
は
失
業
し
、
特
陀
蹄
指
揮
労
働
者
は
五
五
%
、
造
船
労
働
者
は
四
四
%
の
失
業
欣

態
で
あ
っ
た
と
と
を
指
示
し
て
い

2
3

問
題
は
と
の
械
に
増
大
し
氏
受
業
者
が
潜
在
的
と
し
て
止
ら
中
、
出
掛
在
化
し
た
耕
民
あ
る
。
以
前
と
異
り
，

f
九
世
紀
末
の
英
図
解

/
 

縮
問
白
一
般
的
主
不
振
位
、
と
れ

ιの
多
量
白
失
業
者
在
吸
牧
し
得
ナ
、
一
度
失
業
せ
る
者
は
ま
す
ま
す
貧
困
化
の
過
程
忙
移
ら
血
ば
な

一
部
白
労
働
階
級
の
生
話
軟
路
が
改
普
さ
れ
た
と

L
て
も
、
そ
れ
は
E
し
く
一
部
白
組
織
勢
働
者
K
限
定
さ
れ
、
民
汎

ら
な
か
っ
た
ー

在
失
業
者
の
戒
態
を
芳
慮
に
入
れ
る
た
ら
ば
、
七

O
年
以
降
の
労
働
者
の
欣
態
が
決
し
て
改
善
ざ
れ
て
烏
ら
歩
、
停
滞
も
し
〈
は
悪
化
，

し
た
と
も
芳
え

ιれ
土
ラ
。

次
に
傍
働
時
間
は
十
九
世
紀
末
、
如
何
在
る
鑓
化
を
示
し
て
い
る
が
。
英
図
に
於
い
て
、
労
働
強
度
は
、
ク
チ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば

「
十
九
世
紀
の
初
め
三
分
の
一
の
聞
は
労
働
目
白
延
長
に
よ
っ
て
増
進
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
殆
ど
専
ら
、
時
間
嘗
り
の
労
働
且
民
主
増
太

す
る
と
と
に
よ
う
て
た
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
労
働
目
白
過
皮
の
延
長
が
肉
慨
的
労
働
力
む
限
界
に
到
達
し
‘
労
働
日
の
知
縮

が
労
働
階
級
の
要
求
と
と
も
に
宜
、
労
働
力
保
全
む
目
的
で
資
本
家
的
配
慮
の
下
で
た
さ
れ
、
か
く
て
時
間
活
り
の
労
働
量
を
増
大
す

る
こ
と
に
指
向
さ
れ
た
と
左
は
蛍
然
で
あ
る
。
然
し
左
が
ち
、
一
般
的
沈
滞
に
あ
う
た
七
O
年
以
降
に
於
い
て
、
か
か
る
費
本
家
的
配

慮
は
消
滅
し
、
前
述
し
た
通
り
外
延
的
並
び
陀
内
包
的
陀
労
働
生
産
力
の
増
大
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
に
及
ん
だ
。
資
本
家
は
争
激

の
労
働
者
に
謝
し
、
努
働
時
聞
の
延
長
に
よ
っ
て
労
働
生
産
力
主
補
充
ぜ
ん
正
し
た
。

世
間
闘
に
於
げ
る
新
組
骨
主
義
の
成
立
陀
づ
い
て

樺
犬
十
=
一
審

第
三
、
四
甥

豆
七



第

占

ハ

ト

コ

一

巻

/

殆
ど
凡
て

ρ職
業
に
亙
っ
て
、
勢
働
時
間
に
闘
し
一
暦
危
険
な
る
麓
食
が
行
は
れ
、
各
方
岡

の
産
主
は
勢
働
時
間
の
延
長
を
求
め
た
。
卸
ち
ウ
エ
ヅ
プ
白
一
不
す
ん
]
己
ろ
に
上
れ
ば
、
グ
ラ
イ
ド

(2wE)
地
方
の
機
械
工
は
一
八
七

一
年
に
獲
得
し
た
一
週
一
也
十
一
時
間
制
を
夫
ひ
、
鍛
工
業
情
、
主
協
合
(
吉
田
同

E
b
2
8
5
m
a
d
E
E
E
)
は
、
九
時
間
制
採
用
以
前

に
一
般
に
行
は
れ

τ
い
た
時
間
敢
に
増
加
す
ペ
〈
、
一
週
五
十
七
時
間
乃
至
五
十
九
時
間
制
に
復
蹄
せ
し
め
ん
と
企
て
、
他
の
職
業
も

同
様
に
そ
の
名
義
上
の
標
準
労
働
時
間
を
さ
へ
維
持
せ
歩
、
多
く
の
都
市

ι於
い
て
は
、
大
工
は
労
働
時
間

E
↓
週
二
、
三
時
間
づ
う

増
加
せ
ち
れ
却
に
。
吏
忙
ロ

y
Jド
ン
の
煉
瓦
積
工
組
合
白
「
賃
銀
及
び
労
働
時
閣
に
閲
す
る
報
告
」
よ
り
知
り
得
る
勢
働
時
間
の
推
穆
過

程
を
例
示
す
れ
ば
・
次
白
様
で
あ
る
。

4 

-.... 

実
闘
に
於
け
る
新
組
骨
主
義
仲
成
立
に
?
い
て

一
八
七
八
年
よ
り
一
八
八

O
年
白
問
、

事曹関皇制〉

48 

44， 52~ 

50 

合
運
動
之
の
関
聯
に
於
い
て
山
田
解
さ
れ
る
o
v

ー
一
一

第
一
一
一
、
四
磁

主
J¥. 

一
A
七

O
年
よ
り
一
八
八

0
年
代
五
旬
。
十
年
間
忙
於

い
て
、
罷
業
件
数
二
、
三
五
三
一
、
そ
の
多
く
が
労
賃
の

誠
夕
、
労
物
時
聞
の
増
加
に
劃
し
て
起
古
れ
た
も
白
で

あ
る
と
と
は
、

と
の
聞
の
事
情
を
物
諮
る
も
の
で
あ

る
。
に
の
者
本
攻
勢
に
よ
る
努
働
時
間
の
延
長
は
八

O

年
代
に
於
い
て
も
改
善
さ
れ
る
と
》
一
念
く
、

九

O
年
に

重

至
っ
て
始
め
て
短
縮
さ
れ
る
。
(
こ
の
こ
と
は
俊
雄
の
新
組

以
上
に
よ
っ
て
一
八
七

0
年
代
及
び
八

0
年
代
に
勢
働
時
聞
の
延
長
が
一
般
的
に
強
行
さ
れ
た
事
貨
を
知
る
と
と
が
同
来
ょ
う
。

第
三
に
営
時
白
賃
銀
は
如
何
な
る
過
程
に
あ
っ
た
か
。
失
業
室
長
脅
保
隙
を
考
慮
に
入
れ
た
賃
語
教
を
、
タ
チ
ン
ス
?
の



統
計
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
白
如
く
で
あ
一
る
。

一

時

一

宮

崎

師

同

一
額
一

i

一
間
一
回
叫
j

同
制
制

一

貫

一

一

一
1
1
1
1寸
l
I
l
l
i
-
-
i
広

;
9
6
5
0
 

一
期
一

M

M

一4

J

一

週

一

同

即

時

開

糊

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

賞限措叡表。η

資
質
賃
銀
は
平
均

K
於
い
て
増
加
し
つ
づ
け

τい
る
白
で
あ
名
が
、
と
の
増
加
が
如
何
左
る
原
因

に
基
く
も
の
で
あ
る
か
を
み
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
直
ち
に
勢
働
者
の
扶
態
の
費
動
と
関
聯
さ
せ

一
八
五
九
六
八
年
の
宜
質
賃
銀
指
数
六
三

る
と
と
は
早
計
で
あ
る
。
ク
チ
ン
見
キ
ー
に
止
れ
ば
、

か
ち
、
一
八
八
七
九
五
年
D
九
一
へ
白
増
加
の
約
三
分
の
一
は
、
低
賃
銀
の
斉
業
か
ら
高
賃
銀
部

門
へ
の
移
行
陀
、
剖
ち
英
同
問
粧
晴
樹
白
樺
漣
的
媛
化
に
基
ぐ
も
心
で
あ
る
。
低
賃
銀
白
仕
事
は
本
閥
均
外

部
で
、
英
国
費
木
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
労
働
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
英
本
闘
に
於
け
る
工
場
で
の

仕
事
は
熟
練
し
た
、
そ
し
て
比
較
的
高
賃
銀
白
労
働
者
陀
よ
っ
て
注
さ
れ
る
よ
う
に
在
。
売
た
め
で

資
質
賃
銀
白
髭
北
を
産
業
別
に
み
る
と
昔
、
不
均
衡
の
認
め
ら
れ
る
と
と
忙
よ
っ
て
以
上
回
と
と
は
明

ιか

例
へ
ば
農
業
及
び
織
維
工
業
に
於
い
て
は
、
七
四
年
以
降
九
一
年
K
至
る
間
停
滞
も
し
く
は
悪
化
し
て
暑
い
平
均
と
し
て

責
質
賃
銀
白
向
卜
が
あ
る
と
し
て
も
、

b
れ
わ
れ
は
必
十
し
も
一
様
に
改
普
さ
れ
た
も
白
で
あ
る
と
は
制
断

m来
志
い
6

相
封
的
賃
銀

で
あ
る
。

が
漸
火
低
下
し

τ
い
る
と
と
は
前
表
陀
よ
づ
て
知
ら
れ
る
。
叉
官
時
白
罷
業
の
多
〈
が
賃
銀
の
械
頼
、
労
働
時
間
の
増
加
比
罰
し
て
行

は
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
言
及
し
た
と
と
ろ
で
あ

5
0
(
例
え
匝
鎖
業
部
門
に
於
い
て
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ミ
昌
吉
正
互
の
餓
売
世
七
四
年
十
月
、

二
主
形
的
減
慣
に
罰
L
、
八
王
年
は
一

C
%
の
減
額
に
封
L
、
ー
ダ
I
ラ
ム
色

O
E
E
E
)
の
曲
山
陪
於
い
て
は
七
九
年
三

O
M
l
「
五
到
の
減
額
に
封
L
事
識

を
な
し
、
ロ
シ
ド
シ
機
械
工
は
資
本
家
の
七
・
五
河
町
滅
額
一
申
込
に
謝
し
て
、
七
九
年
二
月
争
識
を
お

ζ
L
て
い
る

To

以
上
回
諸
保
件
の
他
、
更
に
営
時
白
住
宅
僚
件
、
健
康
憐
件
を
考
へ
併
せ
る
な

ιぼ
、
十
九
一
世
紀
末
忙
於
け
る
英
園
野
働
品
柏
田
欣
態

む
し
ろ
停
滞
し
て
い
る
か
、
或
ひ
は
又
悪
く
左
り
さ
へ
し
た
と

r

判
断
出
来
よ
う
c

は
、
金
櫨
と
し
て
改
善
さ
れ
て
告
ら
昔
、

翼
闘
に
於
け
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

一
部
の
努

静
六
十
三
巻

第
三
、
四
輯

王
丸

也



第
六
+
一
ニ
事

実
園
陀
骨
け
る
新
組
骨
主
義
の
成
立
阻
哩
い
て

働
者
自
上
回
周
が
改
善
さ
れ
た
忙
も
拘

ι中
、
か
か
る
一
般
勢
働
階
級
自
欣
艇
は
R

の。]〔四百九除問。】
w

の
F
忙
殺
展
し
来
っ
た
組
合
運
動
に

四

第
三
、
四
畳

ノ、
ぐコ

d主
封
し
批
判
を
生
ぜ
し
め
、
と
白
批
判
を
遇
じ
て
新
た
な
組
ん
い
運
動
が
必
要
と
な
う
た
わ
け
で
あ
る
。

マ
ル

-
z
y
査
集
、
攻
措
世
版
第
二
十
一
轡
一
一
北
九
頁
。

JTフ
ノ
ウ
ス
キ
ー
、
英
圃
恐
慌
虫
諭
鍵
本
課
一
一
同
六
、
一
四
七
頁
c

。・ロ・
4

同F
A
d
b
F
出向
M
E
r
J『目白拘

mMSLHpb戸
主
司
匂
MHm時
」
ロ

L
P
S民
0・
回
虫
品
戸
田
v
・
2
2

同
日
】
昨
《
凶
・
唱

-
m
w印

F
ロ
・
日
-
d。目。・
k

，F
O同
向
日
明
言
司
。
ご
宮
出
巨
匠
r
d毛
昌
片
岡
口
開
口
]
値
目
出
。
百
S
E
M・
5
「
岡
・
巴
凶
。
』
V
E
P

ゲ
ァ
ル
ガ
、
世
界
飽
済
恐
慌
史
第
一
巻
構
三
部
永
住
課
、
九
八
、
一
一
二
宍
頁
。

パ
ラ
メ
ウ
ス
キ
T
、
突
園
恐
慌
且
部
縄
本
語
一
五
七

i
一
六

O
賞

。

一

2

山
中
篤
太
郎
持
働
組
骨
法
の
生
成
主
欝
明
一
一
一
二
一
頁
。

。
ョ
出
田
町
》
同
0・
kμ

言
。
同
川
口
E
a河
糸
口
話
国
岡
田
内
5
V
4
2吉国
m
n
H
P臣
認
。
語
呂
2
F
2
H
同

-
E回。

MV-H菖・

レ

1

a

y

帯
困
主
義
輔
、
岩
浪
丈
庫
一
-
ニ
頁
。

ν
E
a
ン
帝
園
主
義
輔
、
岩
設
立
庫
=
二
頁
。

費
車
輸
相
用
一
巻
第
三
十
一
一
一
章
、

h

長
著
部
課
事
一
巻
第
四
分
茄
一
ヨ
王
頁
。

費
本
論
第
一
巻
第
二
十
三
章
、
長
密
部
課
事
一
巻
第
四
分
加
一
四
八
頁

9

F
L
R司
E
仏
国
S
E
E
d
d
F
田
監
。
同
色
」
門
E
U
m
問
2
2
5
H戸
届
回
。
・
咽
立
6

4

剖
ソ
ア
芳
則
ア
ヂ
、
産
業
組
織
主
失
業
問
題
遊
桂
謬
虫
丸
!
大
一
一
且
。

パ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
、
英
閤
恐
慌
且
前
鍵
本
習
周
回

O
託。

】
岡
宮
〕
E
m
E
F
M
W
V
0
2
n
c
B仏
E
S
E
E
4
2
2
8目
回
目
。
可
。
・
回
。
目
。
・

MMzωω
・

白
骨
4
自
仏
国
E
E自
岩
@
げ
戸
国
民
向
。
司
。
『
叶
白
血
0
4
2百
MmE・]戸露。・

出。

1
4・
君
"
目
立
自
己
河
口
E
R島
田
2
t
g
p
司・

ω
ゐ・

(1) (") (2) (15)(14)(13)(12)(111(10) (9) (8) (7) (61 (5) (4) 

， . 



同
刊
の
め
。
骨
巴

E
己

-zz:。岡田
E
H
F
H号
E
Z
Z
m
Z己
防

E
F
p
r
E
E
E
E・
E
・
岡
・

Hug-
咽
芭
P

刊

U
H
-
E
4
E
E『
官
民
円
《

USErsH居
者

E
Z目
阿
国
明
官

-
E
u
p
T
E・

四

国

vE
司

自

・

〆

叩

]FE-MV・句
-

Q
や
1
4
0
・

J

酬

の

EH唱
出
。

E
「

FUG-HAMmEE目、
EJEH
嵩。

5
3『

ω
E
E
E
H
『
色

E
・
E
-
岡

E
S・句・
1
・
2
T
S∞

新
組
合
主
義
の
成
立

十
九
世
紀
末

J

業
の
英
同
組
合
運
動
を
考
え
る
に
際
し
、
非
常
な
経
祷
的
繁
栄
白
時
代
で
あ
っ
た
、

五

O
年
よ
り
七

O
年
初
め
に
か
け
て
の
組
合
運
動
の
特
色
を
明
ら
か
忙
し
宏
け
れ
ば
た
ら
左
い
。
手
ヤ
l

千
ズ
ム
白
蓮
動

3
2
2
E
E

ZSERE)
は
一
八
内
λ
年
に
終
白
川

υ、
そ
白
後
英
樹
資
本
主
畿
の
輝
し
い
議
日
間
を
み
て
、
拙
労
働
者
は
資
本
主
義
機
棒
が
自
ら
を
救
い

得
る
に
依
い
す
る
も
白
で
あ
る
と
期
待
を
上
せ
、
主
刊
本
主
義
組
織
を
受
け
入
れ
以
て
自
己
白
改
善
を
期
し
た
。
即
ち
彼
等
は
「
背
山
チ

ヤ
1
千
ス
ト
白
熱
情
を
品
附
い
て
」
い
た
。

淀
川

J

て
労
働
組
合
ほ
共
梼
圏
憾
と
レ
て
共
務
的
活
動
に
限
定
さ
れ
、
共
題
職
に
緊
密
に
結
合
さ
れ
た
熟
練
工
む
み
θ
岡
鴎
と
し

τ、

貴
放
的
排
他
的
性
格
を
も
ワ
も
白
で
あ
一
っ
た
。
と
の
十
九
世
紀
中
嘆
の
紺
合
運
動
を
一
見
陀
皐
ち
入
っ
て
考
え

τみ
る
と
と
に
す
る
。

官
組
合
主
義
運
動
は
「
枇
合
革
命
白
あ
ら
ゆ
る
計
書
を
拘
禁
し
て
、
彼
等
は
蒙
っ
て
来
た
最
悪
白
法
律
的
、
産
業
的
抑
腔
に
針
し
断

己
白
目
的
白
た
め
に
徐
々
に
近
代
時
開
業
闘
の
構
謹
の
組
成
部
分
と
な
る
べ
き
組
織
を
建
迭
し
た
」
も
白
で

(

A

)

 

富
組
合
主
義
の
本
質

乎
と
し
て
自
ら
闘
手
し
、

あ
っ
て
、

モ
の
特
色
は
先
づ
法
律
的
抑
膝
忙
潤
す
島
低
抗
陀
あ
っ
た
。
立
法
的
規
律
を
獲
得
す
る
と
と
忙
ょ
っ

τ、
組
合
白
地
位
在
確

聞
た
る
も
白
に
た
ら
し
め
、
最
低
生
活
標
準
を
法
律
に
よ
う
て
保
持
せ
ん
と
と
を
希
望
し
た
。
未
だ
不
安
定
&
組
合
の
地
位
在
確
定
化

六
一

実
闘
に
於
灯
る
新
組
合
主
輯
む
成
立
に
づ
い
て

第
六
オ
一
二
時

五

第
三
、
回
観

に



実
閣
に
於
け
る
新
組
骨
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
三
巻

六

第
三
、
四
旗

大

す
る
た
め
に
、
組
合
訟
の
改
正
が
必
羽
の
要
件
で
あ
っ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
労
働
組
合
の
目
的
達
成
白
手
段
と
し
て
法
律

虻
よ
る
と
と
が
、
そ
O
獲
得
。
過
程
に
於
い
て
極
め
て
忍
耐
を
必
要
と
す
る
悶
難
た
問
題
に
も
拘
ら
争
、
費
本
階
級
に
劃
す
る
園
酬
明
交

一
渉
よ
り
も
と
れ
に
求
め
た
と
と
は
、
十
九
世
和
中
葉
の
経
済
的
繁
柴
に
照
臆
す
る
も
一
の
で
あ
る
。
労
働
組
合
は
費
本
家
階
級
に
封
し
温

和
友
同
内
在
以

τ行
動
白
慎
重
E
期
し
、
和
解
、
仲
裁
白
方
策
を
採
用
し
た
。
同
組
龍
業
は
版
態
を
改
告
す
る
手
段
と
し
て
も
、
或
ひ

は
侵
害
の
対
抗
医
用
い
る
方
法
と
し

τも
禁
止
さ
れ
る
か
又
は
極
度
に
制
限
さ
れ
、
一
般
に
同
間
以
罷
業
白
思
想
は
全
然
素
て
ら
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
(
君
工
の
ポ
ウ
ヅ
マ
ス
支
部
で
は
同
盟
罷
業
と
い
う
言
葉
も
鼠
止
す
べ
き
と
の
主
提
出
な
き
れ
い
レ
。
)

十
九
世
紀
中
葉
の
労
働
組
合
は
、
多
く
熟
練
工
の
み
に
よ
る
組
令
と
し
て
狗
占
的
排
他
的
怜
格
を
有
し
て
い
た
。
組
合
界
白
指
導
者

遣
の
、
賃
銀
は
そ
れ
ぞ
れ
階
級
白
中
の
需
給
関
係
に
よ
る
と
の
考
え
は
、
「
帥
得
利
益
L
保
持
白
思
想
と
共
陀
、
常
時
白
組
合
運
動
白
濁

占
的
排
他
的
性
格
を
形
成
せ
し
め
た
。
「
一
八
四
三
年
よ
り
一
八
八

O
年
ま
で
の
闘
に
於
い
て
は
需
要
供
給
設
は
決
し

τ
一
般
的
に
承

認
せ
ら
れ
て
い
左
か
ヨ
た
け
れ
ど
も
、
持
働
組
合
思
想
界
の
大
多
数
の
心
の
中
で
優
勢
佐
地
位
を
占
め
て
い
叫
ん
」
白
で
あ
っ
て
、
彼
等

は
自
己
の
保
件
を
確
保
、
又
は
改
善
ぜ
ん
と
す
る
た
め
に
は
供
給
の
制
限
に
土
う
て
、
削
ち
少
年
労
働
者
を
制
限
し
、
更
に
正
規
白
年

期
を
入
れ
た
熟
練
工
は
不
熟
練
工
の
採
用
を
攻
撃
し
、
不
熟
練
工
及
び
他
白
不
法
在
る
人
間
を
排
除
し
さ
へ
し
た
。
組
合
の
狗
占
的
排

他
的
性
格
は
、
首
時
白
「
叩
相
模
型

L
E
o
z
z
昌
己
主
と
苫
れ
て
い
た
機
械
ユ
合
同
組
合
、
(
〉
自
己
唱
E
E

， 

宇
一
般
的
な
特
質
を
な
す
も
白
で
あ
る
。

共
に
常
時
の
組
合
白
職
能
が
相
互
保
険
宮
戸
Z
E
H
E即
日
目
見
)
の
職
分
と
合
慨
し
て
、
共
祷
的
性
格
を
招
く
保
持
し
て
い
た
と
と
が

考
え
ら
れ
る
。
例
へ
ば
「
機
地
業
の
諸
国
憾
は
十
八
世
紀
の
職
人
む
職
業
閤
鐙
と
等
し
く
、
地
方
的
左
共
梼
組
合
と
し

τ
起
っ
た
」

も
の
で
あ

b
、
最
初
か
ら
失
業
救
積
金
、
強
行
費
補
給
、
葬
儀
補
助
金
及
び
傷
害
の
た
め
不
具
に
な
っ
た
場
合
の
手
首
を
支
給
し
、
夏

¥~  



に
疾
病
救
済
金
、
養
老
金
D
支
給
等
白
業
務
を
閣
憾
の
主
要
目
的
と
な
し
、
と
れ
が
途
行
白
だ
め
陀
週
一
志
に
及
ぶ
撮
金
主
必
要
と
し

た
%
か
か
る
高
卒
の
組
合
費
は
高
賃
銀
白
熟
練
工
に
よ
っ
て
始
め

τ可
能
な
と
と
は
い
う
ま
で
も
お
い
。
共
機
的
組
織
と
し

τの
組
令

白
機
能
が
醤
属
す
れ
ば
す
る
程
、
業
務
白
繁
雑
さ
は
そ
の
た
め
有
給
職
員
白
必
要
を
惹
起
す
る
ま
で
に
主

p
、
そ
白
他
白
勢
働
保
件
の

改
善
に
封
ず
る
行
動
主
木
活
波
注
ら
し
め
た
。

以
上
十
九
世
紀
中
葉
D
組
介
選
動
の
性
格
が
、
熟
練
工
の
組
合
活
動
と
し
て
繍
占
的
排
他
的
友
、
極
め
て
温
和
な
目
的
を
も
っ
た
共

済
的
川
町
格
白
も
む
で
あ
る
と
正
を
述
べ
た

u

か
か
る
糧
組
合
宅
義
の
運
動
は
、
五

0
年
代
末
よ
り
七

O
年
に
か
け
て
組
令
運
動
白
基
軸

を
た
す
も
白
で
あ
る
。
此
白
期
間
の
後
期
陀
於
い
て
、
同
育
問
問
刺
ム
ハ
湿
勤
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
幹
部
白
小
岡
崎
、
卸
ち
ウ
エ
フ
プ
の

言
う
ジ
ュ
ン
タ

(YEm)
白
運
動
方
針
の
中
に
も
同
様
の
と
と
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ジ
ュ
ン
タ
白
主
た
る
目
的
が
、
集
金
の
安
杢

白
た
め
に
も
、
組
合
が
園
家
の
一
組
成
分
子
と
し
て
努
働
組
合
組
織
と
し
て
認
め
さ
せ
る
た
め
に
も
、
必
要
で
あ
っ
た
訟
律
的
地
位
を

組
合
主
義
白
た
め
獲
得
す
る
と
ゲ
」
で
あ
う
て
、
事
責
六
七
年
白
主
秘
法
(
出
E
R
E
-
F
H
g巳
〉
る
及
び
七
一
年
の
労
働
組
合
法
は

彼
等
の
運
動
の
勝
利
に
よ
る
成
旧
式
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
産
業
上
の
争
議
は
と
れ
を
割
符
評
議
舎
に
よ
る
仲
裁
と
い
う
調
和
政
策

忙
求
め
中
産
階
級
と
白
妥
協
に
よ
っ
て
そ
の
解
決
を
計
る
と
と
を
目
し
た
白
は
謹
組
令
主
義

ρ耀
績
に
外
左
ら
泊
。

と
れ
ら
白
組
合
運
動
が
粧
務
機
構
白
張
展
、
労
働
階
級
自
憾
の
経
勤
に
矛
屑
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
蹄
す
る
と
と
ろ
、

上
回
肘
の
自
助
陀
す
ぎ
す
、
現
!
貨
と
白
分
離
が
新
た
な
る
組
合
活
動
を
生
ぜ
し
め
る
に
及
ん
だ
。

一
部
勢
働
者
白

註

mw
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新
組
合
運
動
白
辛
一
憾

十
九
陀
紀
末
誕
の
新
組
合
主
義
は
、
英
国
枇
合
終
持
機
構
白
殺
民
に
も
拘
ら
・
苧
背
組
合
、
主
義
運
動

が
回
定
佑
し
、

そ
の
内
包
せ
る
オ
府
陀
基
礎
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
官
組
令
主
義
の
内
的
矛
盾
白
解
明
の
裡
陀
新
組
合
運
動
白
主
位

は
明
ら
か
忙
な
ら
う
。
す
で
に
官
時
D
客
観
的
保
件
の
務
官
廿
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
と
と
も
陀
努
働
階
級
白
主
践
的
保
件
の
鑓
動

が
、
如
仰

ι相
同
組
合
主
義
と
矛
盾
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
白
で
あ
ち
う
か
。

第
一
に
、
時
間
組
合
主
義
が
元
来
、
主
と
し

τ熟
練
工
に
よ
っ

τ組
織
せ
ら
れ
、
賞
候
的
排
他
的
任
格
を
も
っ
組
合
運
動
の
ぶ
式
と
い

う
鮪
で
あ
る
。
薦
業
半
命
時
に
比
べ
て
は
、
官
時
の
技
術
的
革
命
忙
華
々
し
い
も
白
は
な
か
っ
た
が
、
儲
鋼
業
、
織
道
、
鏑
山
業
等
位

於
け
る
ム
一
肺
白
鷺
達
は
、
新
た
な
司
機
織
の
導
入
に
よ
っ

τ努
働
者
。
叫
型
化
を
招
来
す
る
主
嬰
原
因
と
な
っ
た
。
生
花
K
M
訟
の
改
良
は
.

過
去
白
熟
練
工
を
慶
矧
せ
し
め
、
機
械
に
よ
る
労
働
者
数
の
減
少
戎
ひ
は
字
熟
練
工
、
未
熟
練
工
杷
よ
る
代
民
を
可
能
血
ら
し
め
、
特

に
ゆ
年
労
働
力
、
女
子
労
働
力
主
使
用
す
る
己
と
に
怠
っ
た
。
と
の
様
陀
費
本
の
要
求
に
世
話
〈
労
働
者
自
憾
の
襲
化
は
、
熟
練
工
に
と

ワ
て
従
来
享
受
し
て
い
た
特
機
及
び
利
銭
の
侵
害
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
熟
練
工
が
自
己
白
労
働
保
件
を
候
保
す
る
た
め
に
‘
人
員
制
限

白
方
策
を
と
り
、
徒
弟
数
回
制
限
或
は
少
年
勢
働
者
の
制
限
を
強
制
し
、
新
入
者
を
除
外
す
る
と
と
化
努
め
、
排
他
的
性
格
主
持
続
し

た
の
で
あ
る
。
機
械
工
合
同
組
合
は
徒
認
を
軒
ざ
る
闘
入
者
を
「
不
法
者
と
し
て
除
外
し
、
と
れ
は
全
般
と
し
て
一
八
次
孟
年
に
至
る



ま
で
由
傾
向
で
あ
引
た
〕
白
は
そ
白
一
例
で
あ
る
。
人
員
制
限
比
よ
る
と
の
排
他
宇
一
義
が
明

ιか
忙
特
樺
あ
る
組
合
員
を
し
て
、

そ
の

雇
主
と
有
利
な
交
捗
を
友
し
得
、
彼
等
自
身
の
圃
結
を
強
固
な
ら
し
め
る
有
妓
注
方
法
で
は
あ
ワ
た
が
、
そ
れ
陀
も
拘
色
A
Y
未
熟
練
工

何
回
量
的
増
加
は
著
し
く
、
と
と
に
奮
組
合
員
と
白
調
立
が
生
宇
る
と
と
に
左
っ
た
σ

排
他
的
友
猫
土
門
主
義
は
、
勢
い
大
闘
慢
に
加
入
し

得
ら
れ
ね
よ
う
な
職
工
を
包
合
F
る
他
の
組
合
白
稜
譲
を
促
す
た
至
る
。

機
械
工
及
び
金
岡
崎
平
制
工
の
小
地
方
似
楽
部
は
、

一
八
六
七
年
と
一
八
七
二
年
の
問
に
全
閥
的
制
織
忙
蛾
大
レ
、

と
れ
ま
で
被
等
が

温
従
し
て
い
た
高
級
機
峨
エ
の
一
闘
を
求
め
初
め
、
合
同
民
録
L
全
国
協
曾

(
p
o
F
E苦
ニ
2同

0
4
9内
〉

E
f
E
E
F
2
1
4
2
z
a
)
U
A

び
技
師
、
機
械
工
澗
立
問

(
E
O
T
骨
官

E
E
ニw
Z
2
0
h
F
官
2
a
Sユ
云

E
Z
Z
n
Z
等
は
一
八
七
二
祁
中
に
、
標
準
賃
銀
を
う
け
て
治
ら

ぬ
職
工
を
一
切
排
斥
す
る
「
貴
族
」
的
規
則
化
封
抗
し
亡
立
つ

τ
い
る
の
で
あ
白
石
。
東
に
一
八
七
八
年
か
ら
七
九
年
に
於
け
る
一
既
成
組

1
合
内
部
の
分
裂
は
、
組
織
労
働
者
自
身
の
弱
値
化
を
招
来
し
た
。
邸
ち
生
産
方
法
む
改
善
は
材
料
白
一
礎
遜
を
も
た
ら
し
、
従
う
て
或
β

職
業
白
中
に
部
門
間
白
劉
立
を
生
み
、
既
得
利
益
確
保
の
た
め
陀
、
互
に
仕
事
白
分
界
線
に
関
す
る
紛
争
を
生
じ
、
一
八
七
九
年
白
不

， 

況
に
よ
る
失
業
白
増
大
は
ま
ず
ま
ず
仕
事
に
謝
す
る
護
食
白
問
題
を
生
ぜ
し
め
た
。
例
へ
ば
鍛
工
I
C
民
鍛
工
、
迭
姑
エ
ム
」
汽
鑑
工
白
封
~

一
産
業
で
の
部
門
間
白
割
立
白
激
化
は
彼
等
相
互
の
組
織
を
弱
ら
せ
、
又
各
部
門
間
の
政
策
白
相
違
は
組
合
の
考
礎
を
崩

壊
せ
し
め
る
に
至
hm、
警
組
合
白
猟
占
的
性
格
が
熟
練
工
自
憾
の
敗
退
を
も
光
ら
し
た
c

か
か
る
欝
組
合
主
義
の
貴
族
的
排
他
主
義
が
、

熟
練
工
自
慨
を
分
減
せ
し
め
る
と
共
忙
、
未
熟
練
工
と
の
二
つ
の
陣
営
に
分
裂
せ
じ
め
、
分
裂
の
中
か
ら
非
組
合
員
で
あ
る
字
熟
練
工

及
び
未
熟
練
工
が
新
た
な
組
合
運
動
D
掻
び
手
と
し
て
、
支
配
的
勢
力
主
除
々
に
降
立
す
る
に
至
う
た
。

第
二
に
嘗
組
合
主
義
白
共
済
的
性
格
が
、
現
賓
と
背
離
し
た
矛
盾
の
黙
で
あ
る
。
十
九
陛
紀
中
昨
悼
の
労
働
組
合
が
調
和
政
策
を
と
っ
ヘ

立
の
如
く
、

て
同
盟
罷
業
主
排
斥
し
、
強
〈
保
険
曾
祉
白
知
書
職
分
を
採
用
し
、
共
演
金
白
蓄
積
に
の
み
専
念
し
た
と
と
は
前
述
し
た
と
と
る
で
あ

曾
契
困
忙
於
り
る
新
組
骨
主
義
の
成
立
忙
つ
い
て

集
大
十
三
容

} 

九

第
三
、
四
鵠

六
三Z



一
実
闘
に
骨
け
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
=
一
巻

O 

第
三
、
四
揖

六
六

品。

E
D
努
働
組
合
の
相
互
保
険
は
、
ウ
エ
ッ
プ
に
従
へ
ば
「
互
に
性
質
を
異
陀
す
る
二
種
む
共
助
金
言
語
言
)
よ
り
成
立
っ
て
い
る
。

『
共
祷
」
(
町
E
Eさ
ん
」
『
失
業
』
(
皇
内
止

EMr)'
白
一
問
者
と
れ
で
あ
る
。

疾
病
、
災
害
及
び
老
年
り
如
き
身
般
的
個
人
的
自
事
故
に
謝
す

る
保
険
と
、
草
花
職
を
得
る
と
と
を
能
は
ざ
る
が
篤
に
生
じ
た
る
所
得
θ
杜
絶
に
劃
す
る
保
険
と
白
聞
に
は
本
質
的
相
違
が
存
す
か
o
」

モ
し
て
と
白
日
的
は
労
働
階
級
心
国
関
組
織
の
助
け
に
、
即
ち
共
隣
制
度
を
施
行
し
て
組
合
費
を
支
抗
う
己
と
に
よ
っ
て
、
組
合
員
を

強
く
相
合
忙
結
令
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
正
共
陀
、
失
業
手
首
制
度
は
担
本
的
に
組
合
員
の
労
働
操
作
を
維
持
す
る
た
め
に
、
組

合
員
相
互
D
競
手
陀
よ
づ
て
標
準
賃
銀
翠
及
び
そ
の
他
の
正
規
の
雇
傭
僚
件
の
侵
害
を
肌
止
す
る
た
め
に
行
は
れ
る
む
だ
あ
ら

τ、
特

忙
十
九
世
紀
後
牛
忙
至
る
や
、
前
者
よ
り
も
後
者
に
重
恥
が
ゐ
か
れ
る
に
至
づ
た
。
そ
じ
て
と
れ
が
遂
行
む
た
め
に
高
率
む
組
合
費
が

必
要
と
苫
れ
、

そ
れ
は
貴
放
問
勢
働
者
虻
ょ
う

τ始
め
て
可
能
で
あ
う
た
と
?
と
は
す
で
に
誼
べ
た
迫
り
で
あ
為
。
労
働
者
は
か
か
る
性

格
の
組
合
主
義
的
問
ゲ
ち
忙
慰
安
在
特
注
か
っ
た
c

邸
ち
古
い
布
力
で
あ
っ
た
組
令
は
、
疾
病
担
葬
ク
ラ
ブ
比
す
吉
な
い
も
の
と
な
り
、

不
況
む
年
む
結
く
に
ワ
れ
ヱ
手
首
金
は
減
じ
舎
費
は
高
く
な
り
、
多
く
の
組
合
目
は
「
共
助
金
長
領
列
」
の
組
合
員
と
し
て
無
援
白
欣

態
に
長
か
れ
、
従
っ
て
一
般
勢
働
者
特
に
年
少
努
働
者
に
と
っ
て
遊
離
し
た
組
合
方
策
で
あ
っ
た
。
前
述
の
窓
闘
を
以

τ註
さ
れ
た
相

T
A

保
険
が
、
業
務
白
山
積
回
た
応
極
め
て
困
難
に
・
な
る
と
と
も
に
、
十
九
世
紀
末
葉
に
於
け
る
資
本
の
攻
勢
に
墓
古
川
労
働
保
件
悪
化

に
開
抗
寸
る
守
議
の
増
加
失
業
の
時
大
忙
と
の
共
梼
基
金
は
費
消
さ
れ
、
そ
の
某
礎
を
崩
壊
す
る
忙
至
。
た
。

(
わ
れ
わ
れ
は
如
何
巨
畏
業
者
を
支
持
す
る
た
め
に
組
骨
費
が
航
乏
し
た
か
の
多

t
の
例
を
見
出
す
。
即
ち
糟
械
工
骨
同
組
骨
は
失
業
者
に
到
し
、
七

O

|
七
四
年
配
丸
岡
、

0
1
r跨
が
七
豆
七
七
年
忙
位
三
五
六
、
七
回
也
勝
に
、
窮
迫
者
に
暫
し
て
世
}
七
、
宍
八
一
一
足
粧
が
一
ト

c、
九
八
」
-
一
醇
・
と
帯
加

L
円
、
主
車
問
に
ニ
七
一
コ
由
主
二
防
相
mu

帯
知
支
出
を
み
、
相
い
蝕
工
及
日
時
誼
削
工
位
阿
E
期
間
忙
八
九
、
凹

0
2一
跨
を
噴
柑
ぃ
、
争
議
K
於
い
て
も
主
た

る
も
町
争
み
る
と
き
、
例
え
ば
、

f

一
八
七
七
年
ロ
ン
ド
ン
煉
瓦
エ
町
一
、
七
O
O名
出
一
一
二
一
一
週
間
に
瓦
る
罷
業
忙
ニ
穴
、
ニ

O
六
時
一
七
志
王
片

E
消
費

L
、
七
中
ぃ
年
目
控
舶
エ
、
出
れ
鍛
工
、
酎
誼
加
工
の
罷
業
回
世
議
は

=
1
0
0
0名
目
か
七
週
間
踊
航
行
し
、
-
庁
、
的
軽
用
一
玉
商
務
を
計
上
し
て
い
る
J



こ
白
よ
う
に
排
他
主
義
と
相
表
裏
し
た
共
憐
的
性
格
は
、
労
働
者
1
4
厨
部
白
組
合
政
策
と
し
て
、
全
く
一
般
労
働
者
と
は
遊
離
し
た

も
む
で
あ
り
、
し
か
も
産
業
@
示
品
忙
際
し
て
そ
白
限
界
を
明
ら
か
忙
す
る
に

A
ぴ
、
組
問
く
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ジ
ョ
ン
・
パ

1
シ
ズ

?
E
P
S
4
は
一
八
八
七
年
弐
の
様
忙
掻
べ
て
い
る
e

「
組
合
主
義
は
自
己
胤
壌
の
原
因
を
そ
札
同
位
白
裡
に
も

っ
て
い
る
。
・
;
中
流
階
紋
の
主
慌
に
基
き
、
疾
病
、
養
老
金
と
い
う
性
質
で
商
家
或
ぴ
は
祉
脅
の
み
が
負
据
い
得
る
義
務
と
責
任
主

彼
等
が
向
う
み
・
ず
に
引
受
け
て
い
る
と
と
は
、
組
合
員
に
と
っ
て
堪
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
負
婚
を
課
す
る
と
と
に
上
っ
て
大
な
る
組
合
を
粉

昨
し
つ
つ
あ
る
つ
そ
し

τ共
持
組
合
の
責
任
主
田
市
し
得
な
い
と
と
D
恐
れ
が
し
ば
し
ば
抵
抗
も
な
〈
雇
主
に
よ
る
滋
食
に
従
は
し
め
る
む

こ
白
結
果
組
合
白
す
べ
て
は
労
働
者
の
様
利
を
擁
護
す
る
組
合
た
る
と
止
主
や
め
、
中
産
及
び
上
流
階
級
自
負
擁
樫
減
の
機
関
に
な
り

下
っ
た
。
」
と
。

館
組
合
主
義
国
有
の
性
格
が
計
合
経
済
機
構
白
稜
展
に
も
拘
ら
す
固
定
化
札
た
と
と
が
、
封
立
物
と
し
て
の
字
熟
練
ヱ
及
び
未
熟
練

工
勾
新
た
な
る
組
合
運
動
を
引
き
起
し
た
。
新
組
合
運
動
は
、
池
去
の
貴
校
的
労
働
者
に
謝
す
る
低
組
織
者
、
未
組
織
者
た
る
労
働
者

を
主
税
と
し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
た
白
で
あ
喝
。

こ
白
運
動
に
於
い
て
、
ー
英
図
イ
ン
テ
リ
中
産
階
級
白
努
力
を
認
め
友
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
首
時
の
主
要
な
粧
品
開
主
義
圏
慌
と
み

注
さ
れ
て
い
穴
の
は
、
一
位
舎
民
宅
嚇
盟

(
p
m
R
E
P
-
R
z
z
n】

勺

EmgzS)、
と
フ
ェ
ピ
ア
シ
協
合
{
F
O
】

F
E
E
Z
E
E
V
)
で
あ
り
‘
伺
れ

も
知
識
階
級
D
集
固
で
あ
っ

k
。
祉
合
民
主
一
明
盟
が
一
八
八
七
年
六
月
、
モ
の
機
関
紙
「
直
義
」

3
5
z
i
に
「
創
立
し
た
職
業
の
努
力

む
時
代
は
す
ぎ
去
う
た
。
・
熟
練
、
不
熟
練
一
切
白
階
厨
白
労
働
者
の
完
全
な
組
織
危
く
し
ご
は
階
級
と
し
て
の
労
働
者
の
た
め
に

何
物
も
得
ら
れ
な
い
。
:
:
故
に
組
合
員
た
る
と
非
組
合
員
と
を
問
は
宇
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
熟
練
工
虻
謝
し
て
同
胞
た
る
未
熟
練
工
と

共
に
又
吾
々
枇
合
民
主
主
義
者
左
共
忙
共
同
白
運
動
を
な
す
亡
と
主
動
墜
す
h
v
o
」
と
述
、
フ
ェ
ピ
ア
ン
協
舎
も
亦
そ
の
集
産
、
主
義

一三一

実
闘
に
於
げ
る
新
組
骨
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
一
一
一
事

第
三
、
四
貌

穴
士



ム
三
一
一

の
一
普
及
に
努
め
、
と
れ
ら
が
新
組
〈
日
運
動
に
強
〈
影
響
を
及
し
た
と
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
げ
。
連
費
社
合
民
主
聯
取
の
指
導
者
は
一

八
八
六
年
の
失
業
者
自
大
運
動
を
指
揮
し
、
叉
労
働
組
合
内
部
で
奮
組
合
主
義
者
の
改
宗
に
努
め
わ
。
と
れ

ι白
園
慣
が
努
働
組
令
運

動
に
大
き
な
示
唆
を
輿
へ
、
労
働
者
階
級
白
統
一
に
功
績
白
あ
ヲ
た
こ
と
は
充
分
考
へ
ね
ば
な
ら
ぷ
ぃ
。
然
し
又
己
れ

ιの
故
に
新
和

A
H
運
動
が
組
合
主
義
と
し

τ改
良
主
義
に
推
し
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
枇
品
目
、
主
義
の
護
展
に
於
い
て
、
と
れ

1
¥
¥
 

ι白
役
剖
を
過
少
評
便
す
る
と
と
は
般
に
悦
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
運
動
の
主
鰭
は
あ
く
ま
で
労
働
者
で
あ
り
、
し
か
も

努
物
語
動
を
改
及
、
王
議
化
た
ち
し
め
た
鮪
よ
り
考
え
て
も
そ
れ
を
池
重
に
許
領
す
る
と
と
は
注
意
せ
ね
ば
な

ιた
い

2

註

mw

怜

但
必山勺

ρれ
り

保
υ

白
羽

英
国
に
於
げ
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
三
春

第
草
、
四
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点
目
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戸
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P
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。

EMhcm
君
。
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1H4E品
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句
宮

B
M巳
宮
田
凶

CU0・
M
Y
ω
E
-

HげE
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-AHH。・

。・口

-z・
2
5
K戸
田
5-Z
ロM
m
Z
4
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町
内
]
】
命

F
H
E
r
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F
w
m
冨
宝
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目
円
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HU出
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・
出
司
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目
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新
組
合
運
動
の
展
開
併
組
合
主
義
に
針
抗
し
て
立
っ
た
非
熱
械
工
白
運
動
は
七

0
年
代
初
め
花
見
聞
さ
れ
る
。
帥
ち
一

八
七
一
卒
、
大
工
、
石
工
、
煉
瓦
積
工
、
鉛
管
吸
設
工
及
び
そ
白
他
の
岡
憾
の
支
部
俊
民
の
労
働
時
間
白
短
縮
、
賃
銀
率
増
加
に
闘
す

る
運
動
は
非
組
合
員
が
先
頭
に
立
ち
、
七
三
年
に
は
技
師
及
び
機
械
工
澗
τ

止
南
並
び
に
〈
M

同
員
総
工
全
園
協
合
等
が
、
高
い
標
準
賃
銀

を
う
け
て
岩
も
副
職
工
を
排
斥
す
る
貴
族
的
規
則
に
反
抗
し
て
立
ち
、
又
同
年
ガ
ス
火
夫
組
合
は
営
時
の
未
熟
練
T
F
む
「
新
和
A
H
」
の

(
C〕

-ー



一
つ
で
あ
っ
た
。

然
し
七

O
年
初
期
の
新
組
令
運
動
は
七
八

i
七
九
年
の
不
官
於
い
て
消
滅
し
去
っ
た
が
、
と
の
沈
滞
か
ち
の
活
動
車
づ
官
ザ

に
於
い
て
み
ら
れ
た
。
ス
ラ
イ
デ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
召
E
4
F巴
品
目
反
封
運
動
を
中
心
と
し
て
、
若
い
坑
夫
か
ら
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
坑
夫

協
曾
言
。
持
世
話
百
回
目
〉
E
a
E
E
)
が
八
一
年
に
、
そ
の
翌
年
に
は
ラ
シ
カ
シ
ヤ

(FEEmH凶
器
)
に
同
じ
く
坑
夫
白
組
令
が
組
織
さ

れ
、
か
く
て
順
衣
に
鍛
山
業
部
門
に
於
け
る
新
組
合
運
動
は
展
開
さ
れ
て
、
八
八
年
陀
欝
金
問
組
合
か
ら
離
れ
、
実
関
坑
夫
聯
盟
主
。

耳
目
白
町
内
骨
日
広
告
。
『

E
d旦
出
刊
誌

5
4
が

誕

生

し

た

。

「

新

組

合

」

は

勃

興

し

始

め

、

八

一

年

に

少

数

白

熟

練

他
の
部
門
に
於
い
て
も

工
と
は
別
に
、
未
組
織
で
あ
っ
た
毛
織
物
部
門
D
労
働
者
は
↓
股
繊
維
日
労
働
者
組
合

E
o
c
o
s
s
-
5
5
品。
zr垣
見
r
F
Y
E組
織

し

八
四
年
に
は
合
同
織
布
工
協
合

(FOKM自
己
官
自
己
仰
向
者
E
話岡田、

E
m
z
Z
E
)
、

東
に
銅
銭
製
錬
Z
組
合

{
F
m
m
Z
H
初
日
吉
岡
叱

C
E
B
)
等
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

八
七
年
に
は
聯
合
繊
維
工
場
労
働
者
協
合
~ -r 
o 

巴E岡
】つ

わ
。
然

L
な
が

ι組
織
的
攻
柚
撃
唱
が
み

ιれ
る
白
は
八
七
年
で
あ
る
。
?
ノ
//

 

と
白
新
組
合
運
動
の
昂
揚
を
み
る
に
際
し
、
失
業
者
運
動
と
白
閥
聯
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
失
業
者
運
動
を
阜
忙
勢
働
組
合
外
の

運
動
と
し
て
軽
視
さ
る
に
は
徐
り
に
も
深
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。
七

0
年
代
よ
り
増
加
し
始
め
た
失
業
者
が
、

一
時
的
小
康
の
後
、

再
び
八
四
年
よ
り
急
激
に
増
大
し
た
と
と
は
前
述
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
と
の
次
第

ι増
加
し
た
失
業
者
は
、
途
に
八
六
年
に
u
ン
ド

ン
の
ト
ラ
フ
ア
ル
ガ
底
場
{
司
吋
-
司
百
凶
喜F官同肉唱凶∞

r必

に
は
詞
び
同
じ
場
所
に
於
い
て
、
所
謂
「
流
血
白
日
曜
日
L

盲目。。ま

F
E
E
)
と
し
て
知
ら
れ
る
大
蓮
動
を
展
開
し
た
。

「
此
白
運
動

は
ロ
ン
ド
ン
及
び
そ
の
他
の
大
都
市
に
集
中
レ
て
い
る
不
熟
練
労
働
者
又
は
半
熟
練
労
働
者
白
大
軍
に
と
っ
て
は
救
済
白
岡
青
の
如
〈

響
い
た
L

の
で
あ
G
た
。
と
の
一
八
八
六
年
及
び
八
七
年
白
失
業
者
運
動
と
関
聯
し
て
、
新
曲
労
働
組
合
運
動
が
八
九
年
に
頂
黙
に
迭
し

第
六
十
三
巻

英
国
に
於
け
る
新
組
骨
主
義
的
成
立
に
づ
い
て

ーでー

第
三
、
四
掠

大
丸

入



契
園
児
骨
け

J

る
新
組
合
主
語
の
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
一
一
巻

凹

第
三
、
四
櫨

屯2

0 

売
の
で
あ
っ
て
、
同
者
の
閥
係
を
見
遁
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
見
に
と
心
失
業
者
運
動
が
首
初
白
然
後
生
的
危
も
の
と
し
て
展
開
し

た
白
で
あ
る
が
、
剖
刷
合
民
主
聯
盟
の
指
導
者
が
そ
れ
を
組
織
化
し
、
特
比
パ

1
ン
ズ
の
如
き
努
働
組
合
計
身
の
、
而
も
新
組
合
主
義
者

が
努
力
し
た
こ
と
を
考
え
る
な
ち
ば
、
と
白
貼
比
於
い

τも
緋
組
合
運
動
と
失
業
者
運
動
の
聯
開
粧
が
認
め
ら
れ
、
労
働
階
級
運
動
と

。

し
て
雨
者
を
統
一
的
忙
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

一
八
八
七
年
は
前
述
せ
る
失
業
者
の
運
動
と
、
労
働
組
合
合
識
に
於
げ
る
醤
組
合
主
義
者
白
敗
北
の
涼
味
に
於
い

τ、

う
如
〈
「
運
命
白
年
」
で
あ
る
。
己
山
時
期
よ
り
組
令
内
部
白
熟
練
工
自
仰
の
中
に
も
新
組
合
主
義
白
浸
透

E
見
出

L
得
る
。

職
工
は
年
長
者
白
組
合
目
白
排
他
的
冷
淡
な
政
策
に
不
備
を
い
だ
宮
、
年
少
職
工
よ
り
な
る
「
新
組
合
主
義
者
」
の
一
一
択
が
起
り
つ
つ

合
同
機
情
工
組
合
(
E
O
K
P

自
己
町
科
目
停
止
習
の
向
。
同
で
両
国
国
世
耳
目
)
或
ひ
は
ロ
ン
ド
V

山
植
字
工
協
曾

{
p
o
E
Z
S
F
n
H
0
4

コ
ー
ル
白
骨
日

若
い

あ
っ
た
と
と
を
、

。
内
(
リ
。
昌
司
昌
弘
自
)
白
如
き
貴
族
的
組
介
白
内
部
に
み
ら
れ
る
。
彼
ら
は
組
令
白
保
険
曾
杜
的
性
格
、
.
低
賃
銀
者
の
除
外
に
反
濁
し
、
組
合

の
政
治
的
勢
力
を
利
刑
す
る
と
主
主
主
仮
し
た
の
で
あ
っ
叫
ん
。
か
く

τ八
九
年
に
は
未
熟
練
γエ
の
閤
絡
は
そ
白
国
賄
に
達
す
る
。
八
八

年
行
は
れ
た
マ
ッ
チ
女
了
、
六
七
二
名
の
同
盟
罷
業
は
二
週
間
の
後
に
女
工
の
勝
利
に
蹄
し
、
八
九
年
八
月
一
日
骨
期
し
て
行
は
れ
た

ガ
ス
工
及
び
一
般
労
働
組
令

Zn
口
E
4
2件
。
訪
問
主

p
z
E
Cず
Q

自
の
吐

E
E
f
H州、

賃
相
叫
白
増
額
及
び
十
二
時
間
よ
り
八
時
間
へ
の

勢
働
時
間
白
短
縮
に
成
功

L
た
。
と
白
未
組
織
、
未
熟
練
工
白
勝
利
は
せ
ま
り
来
る
動
乱
の
響
錆
で
あ
っ
た
。
印
ち
八
九
年
八
月
十
二

日
茶
業
努
働
者
及
び
一
般
努
働
組
合
事
。
叶

E
I
S
F
F
E色白内回。
E
H
-一品
5
5呂、
5
5
)
む
一
定
の
仙
荷
忙
封
ず
る
「
割
増
L

の
額
巴
関

す
る
争
議
は
、
未
組
織
者
で
あ
一
り
、
未
熟
練
労
働
者
で
あ
る
全
船
渠
労
働
者
一
高
名
の
罷
業
主
生
ぜ
し
め
る
陀
及
ん
だ
。
そ
の
要
求
は

一
時
間
六
片
、

F
出
回
及
び
請
負
仕
事
白
廃
止
、
残
業
医
封
す
る
割
増
、
一
居
備
期
間
の
最
小
限
を
四
時
閉
止
す
る
と
L
C
で
あ
つ
で
、
「
凡
て

の
も
白
む
相
合
主
義
」
と
い
う
新
組
合
主
義
者
の
叫
び
と
共
に
確
聞
だ
る
閣
結
の
一
下
、

品
嘩

K
五
、
の
要
求
を
貫
徹
し
た
。

ζ
の
争
議

K
於



い
て
未
組
織
者
が
主
械
と
な
り
運
動
を
展
開
し
、
間
帯
を
湿
じ
て
彼
ら
は
弐
ι却
に
綿
織
北
し
も
凡
と
と
、
第
二
比
比
較
尚
高
賃
銀
白
熟
練

勢
働
者
で
あ
る
沖
積
人
夫
D
二
つ
り
有
力
な
組
合
言
。

E
E
C
h
m官

室
内
仏

2
m
m
)
が
後
か
ら
令
同
し
、
前
者
と
統
一
的
に
争
議
を
・
な
し
た
と

ム
」
、
第
三
L
1
一
般
枇
舎
か
ら
の
援
助
、
即
ち
多
額
の
寄
附
金
日
高
八
千
七
百
五
十
一
一
-
礎
)
が
集
り
、
特
に
濠
洲
労
働
者
よ
り
の
援
助
が
あ

っ
た
ζ

と
等
注
同
し
な
け
れ
ば
お
ら
危
い
。

仙
川
英
労
働
者
自
争
議
の
成
切
が
、
新
組
A
H
運
動
を
促
進
せ
し
め
る
重
要
な
契
機
と
'
は
っ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
即
ち
「
結
渠
一

勢
働
者
白
勝
利
後
一
年
間
に
恐
ち
く
二
十
商
人
の
労
働
者
は
吉
区
品
組
合
の
隊
何
に
加
え
ら
立
が
、
と
れ
ら
は
労
働
界
に
あ

っ
て
闘
慨
を
組
織
し
能
は
だ
る
も
の
と
し
f

℃
従
来
拙
掬
さ
れ
て
い
た
部
分
か
ら
募
集
せ
ら
れ
だ
」
と
吉
は
れ
Z
以
上
の
町
八
尤
年
を
劃

期
と
し
た
念
激
友
労
働
組
合
及
び
組
合
員
数
の
増
加
を
弐
表
に
よ
ワ
て
知
る
の
で
あ
る
。

一
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刊
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目
的
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四
回
同
加
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と
白
新
組
A
n
運
動
白
磁
辰
が
労
働
依
件
主
改
持
せ
し
め
る
大
き
た
原
因
と
在
っ
た
と
と
は
首
然
で
あ
る
。
と
の
乙
と
は
前
掲
の
賃
銀

常
世
間
忙
於
け
為
新
組
合
主
義
酌
成
立
に
つ
い
て

第
六
十
三
巻

= 
3i 

第
三
、
四
腕

七



¥ 

英
国
に
於
け
る
新
組
合
主
義
の
成
立
陀
つ
い
て

第
ム
ハ
十
三
巻

アマ

第
一
一
一
、
四
掛

七

指
数
白
推
移
及
び
煉
瓦
積
工
の
勢
働
時
間
表
の
一
例
に
よ
う
て
も
、
資
質
賃
銀
の
向
上
、
労
働
時
間
θ
短
縮
白
事
責
を
推
測
し
得
ょ
う
。

殊
に
過
去
の
努
働
組
令
運
動
に
よ
る
勢
働
保
件
白
向
と
が
主
、
と
し
て
労
働
者
自
「
上
底
」
陀
限
ら
れ
て
い
た
む
に
封
し
、
賃
銀
の
よ
昇

ん
が
未
練
工
に
多
く
み
ら
れ
る
に
至
ワ
た
と
と
ぽ
注
目
さ
れ
凪
ば

k
ι
・ない。

新
組
合
主
義
は
そ
白
後
一
八
九
三
盆
白
不
況
に
於
い
て
一
時
的
衰
退
を
生
じ
、
苔
組
合
主
義
の
路
頭
が
あ
う
て
、
組
合
員
数
白
減
少

は
し

τ
も
そ
四
組
織
は
崩
壊
す
る
と
と
な
く
、
新
醤
岡
組
合
主
義
は
相

F

止
に
作
川
し
た
。
印
ち
新
組
合
は
と
白
木
侃
を
契
機
に
、
関
守

的
熱
情
を
失
う
組
合
も
あ
り
、
又
桔
同
組
合
は
未
熟
練
工
に
門
戸
を
解
放
し
、
そ
白
両
者
白
型
は
喪
失
さ
れ
統
一
的
傾
向
を
生
じ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

と
白
様
に
奮
組
合
主
義
陀
釣
抗
し
て
生
れ
た
新
組
合
主
義
が
、
著
し
く
性
格
を
具
に
し
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
品
開
費
の
低
康
、

合
員
の
多
数
を
も
っ
て
特
色
と
な
し
、
そ
の
特
徴
的
精
神
は
戦
闘
的
国
憾
と
し
て
、
何
ら
の
疾
仲
間
又
は
傷
害
基
金
に
煩
は
さ
れ
友
い
も

自
で
あ
り
、
そ
白
目
的
は
大
部
分
政
治
的
で
あ
っ
た
と
止
は
、
ウ
ヱ
ツ
プ
も
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
労
働
者
D

「
上
層
」
に
よ
叩
て
組

織
さ
れ
、
排
他
的
、

共
祷
的
性
格
を
も
っ
た
腎
組
令
主
義
と
明
ら
か
に
封
比
さ
れ
得
る
D
で
あ
る
。

註

(8) (7) (6) (5) (勾 (3)但) (1) 

印刷仏
E
W
E仏
国
自
E
n
m
d
d
F
F・ロ
E
o
d
@内
寸
目
白
伶

dphaEHmE-HC自
・
切
出
。

出

vp---v・凶ぬ
ω
・

白・ロ・一回・一円。
-0・
〉
哩
冨
再
出
E
O弓
q
h
F
O
国
E
Z
F
戸
5
F
E同
門
『
出
足
2
Z
5
2
7
2
H・同
'Hmv出
。
勺
・
回
F

Hず宍凶・
]
U
目

MM-HU凶・同印
ω・

岡山
U

目白・】
V

・
HU恥・

百
回
0
2
z
z
z
q
o時国ロ
E
V
却

O
O
Z
E
F
2
H・
同
・
凶
E
M
-
-
Mヲ
凶
EiHaω

回
H
E
4
目
白
胃
旦
2
日
垣
内
耳
・
出
M
m
E
4
a
J
E
a
o
C
E
S
E
M
r
窓
E
・司・日富田

白
・
ロ
戸

CHm-
〉
切
断
定
同
国
E
0
4
0『

F
o
F
E
F
d〈
2
r
E関
口

-
E凶
耳
2
5
0昆・

2
H
岡・昌一回。・司

-
E

¥ 



品
川
虫
色
白

2

5
内
凶
切
宮
再
三
百
唱
の
耳
目
白
石
司
。
『
叶
日
骨

EMMmE凱ヨ

E
B
M
M
U・
日
詔
・
盟
。
・

m
F
E
甲山

Y
A
H
S
lき品

F
U
-
z・
9
H
P
K炉
開
宮
内

E
E
Z
c
h
z
g
F
E
m
r
君
主
円
円
高

nFmm
冨
。
宮
盟
百
円

2
H・
同
・
巴
昌
司
目
一
T
E
e
-
H
2・

F弘
E
w
n
E
F
Eロ
自
耳
早
げ
国
訪
問
。
弓
。
同
叶
自
門

r
E
H
E
a
F
H自
由
、

]V・
邑
。
.

。・ロ

-MHhor--珂岡田白山由。。

Fmwro白
FHC出
向

-HVHNWAm・

ロ
'
司
=
・
司
。
]O
〉
盟
吉
見
回
目
件
。
『
〕
判
。
『

F
の
出

HHErdJEFE間
口
吉
田
者
。

4
2
3吊

4
L・-『・

HCMO
】ア】
F

。
Me

同σ
M
L
・司・日戸∞。・

閉
包
草
刈
防
止

F
E
2司
君
。

F
E
m
Z
T》
二
一
色
。

E
H
E
m
s
-
H
C自
℃
白
書

(15) (14)(13)(12)(11) 

四
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ぴ

U 

十
九
世
紀
末
誕
の
新
組
令
主
義
の
成
立
過
程
花
つ
い
て
以
上
み
て
き
た
。
ウ
エ
ッ
プ
の
育
う
如
く
、
努
働
組
合
運
動
が
不
熟
練
労
働

者
の
間
に
普
及
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
何
ら
新
規
左
幾
明
で
は
な
い
と
レ
て
考
え
る
べ
冒
で
あ
ら
う
か
。
彼
に
上
れ
ば
、
労
働
組
合
運

動
は
そ
の
全
歴
史
を
一
貫
し
て
、
一
一
つ
の
圏
憾
白
類
型
1
職
工
共
潜
岡
崎
及
び
一
小
熟
練
労
働
者
白
進
撃
的
な
圏
慣
が
並
在
し
、
特
殊

な
危
機
に
際
し
こ
の
二
つ
白
類
却
の
何
れ
か
が
た
ま
た
ま
重
要
な
佼
世
を
占
め
て
、
そ
の
特
定
白
時
代
の
「
新
組
作
主
義
」
「
モ
生
じ
る

も
白
で
あ
り
Q

。

品
民
本
主
義
枕
品
聞
の
設
肢
に
照
躍
し
て
、

労
働
組
合
自
慣
が
努
働
者
の
「
h
暦
」
由
闘
憾
γ
と
し
て
で
な
く
、
不
熟
練
エ
及
び
低
賃
銀
労
働
者
を
含
め
た
組
織
と
し
て
、

r

勢
働
階
級

の
枇
合
的
勢
力
主
結
集
し
努
働
階
級
白
統
一
を
目
ざ
す
と
い
う
、
階
級
と
し
て
の
陪
皮
肉
後
民
主
略
腕
す
る
も
の
で
は
か
ら
う
か
。

成
る
程
一
八
二
九
ト
三
四
年
に
、
会
賃
銀
努
働
者
白
完
全
な
る
共
同
闘
結
と
い
う
理
想
白
下
に
、
新
組
令
主
義
は
形
成
さ
れ
た
。
首

一一一一七

と
白
械
に
二
つ
白
関
破
組
織
白
矧
型
間
の
、
勢
力
関
係
白
結
果
で
あ
る
と
み
な
す
己
と
は
、

実
固
に
於
げ
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
う
い
て

第
六
十
一
一
一
帯

k 

第
三
、
四
貌

七



当

第
三
、
四
按

時
の
新
組
ム
n
主
義
は
、
「
あ
ち
ゅ
Z
労
働
者
を
包
合
す
べ
き
一
大
関
慨
を
作
ら
ん
と
す
る
日
労
働
組
合
の
首
領
側
に
於
け
る
企
て
で
あ
り
」

実
闘
に
於
け
る
新
組
合
主
義
の
成
立
に
つ
い
て

事
六
十
三
巻

l¥. 

七
皿

そ
れ
は
正
に
少
数
組
令
幹
部
の
指

導
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
勢
働
者
上
府
部
と
一
般
労
働
階
級
の
遊
離
と
い
う
現
長
の
地
盤
か
ら
、
既
成
労
働
組
合
の
批
判
を
通
じ
て
生

れ
た
日
労
働
岩
階
級
の
下
肢
由
開
白
蓮
動
で
は
左
か
っ
た
。
己
白
駄
に
十
九
位
紀
末
葉
白
新
組
合
運
動
と
の
相
異
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
左
い
。

不
熟
練
妙
働
者
を
も
包
含
し
た
労
働
組
令
運
動
と
い
う
現
象
に
於
い
て
、
十
九
世
紀
末
葉
。
新
組
令
運
動
は
何
ら
新
し
い
も
の
で
な

そ
の
主
た
る
指
導
が
ジ
ョ
ン
・
ド
ウ
ハ
ァ
テ
イ

-az
ロ
岳
号
乏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
買
と
の
矛
盾
D
う
ち
か
ら
主
と
し
て
未
熟
練
労
働
者
が
主
慨
と
な
っ
て
新
た
な
組
合
運
動
を
展
開
し
、

計
脅
的
政
治
的
に
努
働
階
級
の
勢
力
主
統
一
し
よ
う
と
し
た
歴
史
的
設
展
は
無
視
さ
る
べ
き
で
な
い
。
己
の
尉
に
十
九
世
紀
末
の
新
組

い
。
し
か
し
膏
組
合
主
義
白
、

合
主
裂
の
英
樹
労
働
組
合
運
動
に
於
け
る
意
義
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
立
。
し
か
も
前
述
し
た
湿
り
失
業
者
運
動
と
不
可
介
の
閥
聯

を
有
し
、
英
樹
忙
於
け
る
勢
倒
階
級
の
統
一
一
過
程
と
し
て
杭
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

然
し
な
が
ら
新
組
合
主
義
が
、
依
然
と
し
て
労
働
組
合
主
義
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
事
責
は
忘
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ジ
ョ

l

q
 

ジ
・
ホ
ウ
Z

ル
は
「
新
組
合
主
義
は
沓
組
合
主
義
に
匂
掃
さ
れ
た
」
'
と
み
な
す
の
で
あ
る
が
、
新
組
合
主
義
が
沓
組
合
内
部
に
も
侵
遅
し

多
一
く
の
改
宗
者
E
生
じ
、
そ
の
後
展
期
に
は
む
し
ろ
訴
組
合
主
義
が
新
組
合
主
誌
に
包
蹄
3
れ
て
来
た
と
と
、
そ
白
後
問
者
が
相
互
的

陀
作
則
し
て
統
一
的
に
畿
民
匂
た
と
と
を
考
え
る
た
ら
ば
、
卑
に
新
組
A
N
主
義
が
習
組
〈
日
主
義
に
併
令
さ
れ
た
と
は
息
は
れ
在
い
。
然

じ
そ
の
刈
!
日
制
白
附
割
合
主
義
白
統
一
的
強
展
と
い
う
と
と
が
、
向
労
働
組
合
主
義
と
い
う
基
本
拍
酬
に
副
っ
て
も
白
で
あ
っ
た
と
と
ぷ
老
え

ね
ば
な
ら
泊
。

英
同
経
神
機
構
の
品
川
界
に
於
け
る
優
作
件
一
が
、
十
九
世
紀
中
葉
に
比
べ
で
弱
開
化
し
た
と
は
去
へ
何
確
聞
た
る
地
盤
を
有
し
、
帝
国



主
義
へ
の
桜
行
ピ
ょ
っ

τ利
潤
白
陛
山
怖
が
可
能
で
る
ハ

J

た
己
と
は
、

茨
木
階
級
白
方
策
卸
ち
労
働
者
を
分
裂
せ
し
め
・
彼
ら
の
中
に
於

け
る
日
和
見
主
義
を
由
化
し
よ
う
と
す
る
費
木
階
級
白
努
力
と
相
候
ワ
て
、
新
組
合
主
義
者
を
し
て
欝
組
合
主
義
を
も
群
れ
し
め
、
依

吠
と
し
て
剖
令
主
義
に
と
ど
ま

ιし
め
た
む
で
あ
る
。
と
白
耕
に
於
い
て
十
九
刊
紀
末
の
新
組
合
運
動
が
、
主
と
し
て
未
熟
統
工
に
よ

っ
て
展
開
遣
れ
な
が

ιも
十
分
労
働
大
衆
に
伎
透
し
得
す
、
未
だ
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
か
っ
た
。

(
新
組
骨
起
動
阻
よ
っ
て
、
組
骨
員
の
品
川
激
任
増
加
が
あ
る
と
は
一
耳
え
、
一
八
九
一
年
に
於
い
亡
、
組
合
員
総
数
約
て

O
丸
凹
、

0
0
0
人
、
同
年
商

工
草
従
業
者
数
は
九
、

O
二
豆
、
九

O
二
ん
で
約
一
一
一
%
に
す
ぎ
な
い
O
)

、

周
知
白
通
り
十
九
世
紀
末
復
活
し
た
英
閣
の
枇
合
主
義
が
、
議
品
問
、
主
義
的
、
改
良
主
義
と
・
な
っ
て
護
展
し
て
き
た
。
か
か
る
形
態
を

'
と
っ
た
基
礎
は
、
阪
虻
言
及
し
た
如
く
、
英
国
自
純
白
枇
曾
経
情
構
成
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
た
い

G

そ
し
て
と
の
と
と
は
労
働

運
動
と

ω闘
聯
に
於
い
て
明
か
に
さ
れ
る
D
で
あ
る
。
即
ち
と
の
新
組
合
主
義
の
成
立
に
於
い
て
も
、
ぞ
れ
は
鵠
す
る
と
と
ろ
組
令
主

義
に
と
ど
ま
っ
た
事
貨
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
ら
う
。
一
枇
曾
主
義
途
行
の
摘
ひ
手
が
一
般
労
働
者
宅
あ
る
に
も
拘

ι守
、
英
図
に
於
い

て
労
働
階
級
の
、
特
に
そ
白
指
導
者
厨
の
貴
族
化
が
、
英
図
枇
曾
主
義
を
改
良
主
義
と
し
て
、
漸
出
的
方
向
忙
至
ら
し
め
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

以
上
十
九
世
紀
末
葉
の
英
関
労
働
組
合
運
動
を
、
新
組
合
主
義
の
成
立
を
中
心
と
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
政
治
的
側
商
は
そ

れ
閏
間
章
受
注
問
題
で
あ
り
、
二
十
世
紀
白
問
題
は
こ
の
都
土
り
始
ま
る
と
も
者
え
ら
れ
る
。
と
れ
に
関
し
て
は
叉
別
の
機
脅
に
考
え

た
い
と
思
う
。
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